ネットワーク接続に必要なハードウェア

ネットワークインターフェースカード（NIC）
「ネットワークインターフェースカード（NIC）」は、コンピューターをネットワークに接続するためのコンポーネントで、ネットワークケーブルの差込口がついています。NICは、ネットワークの種類やコンピューターの拡張スロットの種類によって異なります。
・ネットワークの種類	：　10BASE-T、100BASE-TX、1000Base-T
・拡張スロットの種類	：　ISAバス、PCIバス、PCMCIAのカード型（ノート型PC）など
無線LANを利用する場合には、無線LANカードを内蔵したコンピューターが必要になります。

ネットワークケーブル
「ネットワークケーブル」は、コンピューター間で信号を伝送するためのコンポーネントです。構内のLAN接続や一般家庭のADSL接続に使われているネットワークケーブルは、細い2本の線をよった構造のツイストペアケーブルです。ツイストペアケーブルには、通常のネットワーク接続に使用するストレートケーブルと、２台のコンピューターを直接接続するクロスケーブルがあります。
ネットワークケーブルには、ツイストペアケーブル以外に、同軸ケーブルや光ファイバーなどがあります。各ケーブルの特長は以下のとおりです。
・ツイストペアケーブル	：　簡単にネットワークに接続できるが、長距離の伝送には不向き。
・同軸ケーブル	：　安価で長距離の伝送可能だが、移転などの頻繁な変更には不向き。
・光ファイバー	：　非常に高速で長距離の伝送可能だが、高価で技術者が必要。

スイッチングハブ（集線装置）
[bookmark: _GoBack]「スイッチングハブ」は、各コンピューターに接続されたネットワークケーブルを接続するための、複数のポートを持つ集線装置です。ネットワークに接続するコンピューター台数以上のポートが必要です。複数のコンピューターをルーターやプリンターに接続するために使用します。

ルーター
「ルーター」は、LANとLAN、LANとWANを接続するためのハードウェアです。ネットワーク間を接続するためのハードウェアにはブリッジやスイッチもありますが、ルーターは高度な制御ができるため中規模や大規模なネットワークを構築する場合に使用します。ルーターは、接続形態によって2つのタイプがあります。
・リモートルーター	：　離れた場所にあるLANとLANをWANを経由して接続します。
・ローカルルーター	：　LANとLANを相互接続します。
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